
Ｒ
Ｅ
Ｆ
第
二
十
九
期
中
間
報
告
会
が
二
月
九
日

（
月
）
職
員
会
館
三
〇
二
号
で
開
催
さ
れ
た
。 

今
回
は
「
交
通
分
科
会
」
「
地
象
分
科
会
」
「
緑

分
科
会
」
の
三
分
科
会
に
よ
る
こ
れ
ま
で
の
活
動
報

告
及
び
Ｒ
Ｅ
Ｆ
三
〇
周
年
記
念
事
業
に
向
け
て
の
方

針
が
報
告
さ
れ
た
。 

 

 

加
藤
哲
男
会
長
か
ら
の
挨
拶
に
始
ま
り
、
荻
原
貞

宏
氏
の
司
会
の
も
と
、
各
発
表
時
間
十
分
、
質
疑
三

分
の
時
間
内
で
そ
れ
ぞ
れ
の
分
科
会
の
発
表
、
講
評

が
行
な
わ
れ
た
。
報
告
後
に
は
、
稲
葉
隆
夫
氏
の
総

評
が
行
わ
れ
た
。 

 

ま
た
、
酒
井
俊
雄
幹
事
長
よ
り
Ｒ
Ｅ
Ｆ
三
〇
周
年

記
念
事
業
に
向
け
て
の
企
画
案
が
報
告
さ
れ
た
。 

 

 

報
告
会
終
了
後
、
別
室
に
て
懇
親
会
が
開
か
れ
、

千
谷
俊
之
氏
の
司
会
の
も
と
、
終
始
和
や
か
な
雰
囲

気
で
会
員
相
互
の
交
流
が
深
め
ら
れ
た
。 
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〒910-0006 福井市中央 3-1-5(三谷中央ﾋﾞﾙ 9 階 地域環境研究所内) 

(財)地域環境研究所内 福井地域環境研究会 

TEL. (0776)27-0078 FAX.（0776）27-7851 
        http://homepage2.nifty.com/REF/index.html 

         

2009.03.18 

 

    News 第 136 号 

【
地
象
分
科
会
】 

 

発
表 

梅
田 

祐
一 

講
評 

柏 
 

貴
子  

 

「
地
域
防
災
教
育
に
向
け
て
」 

 

阪
神
淡
路
大
震
災
か
ら
早

1
4

 

年
が
経
過
し

た
。
被
災
し
た
人
々
に
と
っ
て
は
一
生
忘
れ
る
こ

と
の
で
き
な
い
地
震
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、

被
害
を
受
け
て
い
な
い
人
々
に
と
っ
て
は
地
震
で

あ
れ
、
豪
雨
災
害
で
あ
れ
、
時
間
の
経
過
や
被
災

地
域
の
復
興
な
ど
と
と
も
に
い
つ
し
か
忘
れ
去
ら

れ
て
い
く
の
が
常
で
あ
る
。 

し
か
し
、
大
規
模
災
害
の
発
生
以
降
、
自
主
防

災
組
織
の
重
要
性
が
認
識
さ
れ
、
主
に
行
政
主
導

で
組
織
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
き
た
こ
と
は
大
き

な
成
果
で
あ
る
。
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
急
激
な
行
財

政
改
革
に
伴
い
、
防
災
の
た
め
の
ハ
ー
ド
対
策
が

思
う
よ
う
に
進
ま
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
ソ
フ
ト

対
策
と
し
て
防
災
意
識
の
向
上
を
図
り
、
常
日
頃

か
ら
災
害
に
備
え
る
意
識
を
高
め
て
い
こ
う
と
す

る
努
力
の
成
果
が
出
始
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

自
主
防
災
の
た
め
の
組
織
づ
く
り
は
、
崩
壊
し
つ

つ
あ
っ
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
構
築
、
結
束

力
の
強
化
に
も
繋
が
っ
て
い
く
も
の
と
期
待
さ
れ

る
。 地

象
分
科
会
で
は
第
二
八 

期
に
緊
急
地
震
速

報
の
適
用
性
を
検
討
し
、
緊
急
地
震
速
報
を
有
効

活
用
す
る
た
め
に
は
、
情
報
を
入
手
し
て
か
ら
ど

の
よ
う
な
行
動
を
起
こ
す
の
か
を
あ
ら
か
じ
め
イ

メ
ー
ジ
（
準
備
）
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る

こ
と
を
考
察
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
有
効
な
ツ
ー

ル
と
し
て
「
目
黒
巻
」
と
い
う
方
法
が
あ
る
こ
と

を
知
っ
た
。 

 

【
交
通
分
科
会
】 

 

発
表 

上
村 

祥
代 

講
評 

酒
井 

俊
雄   

「
み
な
と
ま
ち
の
地
域
資
産
と
し
て
の
価
値
」 

  

全
国
に
存
在
す
る｢

み
な
と｣

に
は
、
潮
の
香
り
、

歴
史
的
施
設
や
港
湾
風
景
と
い
っ
た
魅
力
が
多
数

存
在
し
て
お
り
、
地
域
住
民
も
生
活
の
多
様
化
に

伴
い
、
従
来
の
物
流
、
生
産
基
盤
と
し
て
の
役
割

に
加
え
、
地
域
の
人
々
が
集
う
場
、
さ
ら
に
は
観

光
の
場
と
し
て
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

た
。
よ
っ
て
、
地
域
の
活
性
化
の
た
め
に
は
、
み

な
と
ま
ち
の
資
源
を
様
々
な
視
点
か
ら
再
評
価
す

る
必
要
が
あ
る
。 

 

そ
こ
で
交
通
分
科
会
で
は
、
北
前
船
の
寄
港
地

三
十
九
箇
所
を
中
心
に
現
地
調
査
を
行
い
つ
つ
、

過
疎
地
域
に
焦
点
を
あ
て
、
み
な
と
ま
ち
に
関
す

る
キ
ー
ワ
ー
ド
分
析
を
通
し
て
地
域
資
産
と
し
て

の
価
値
を
探
り
、
検
討
を
行
う
。 

キ
ー
ワ
ー
ド
分
析
を
行
う
た
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
調
査
を
用
い
、
対
象
と
な
る
み
な
と
ま
ち
の

情
報
を
収
集
し
た
。
ま
た
、
み
な
と
ま
ち
の
現
地

調
査
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
三
国
・
河
野
・
金
石
・

酒
田
・
敦
賀
・
小
浜
・
秋
田
・
橋
立
・
塩
屋
・
瀬

越
の
報
告
が
行
わ
れ
て
お
り
、
今
後
の
調
査
報
告

も
楽
し
み
で
あ
る
。 

 
 

  
 

 
  

  
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

  

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第第第
二二二
十十十
九九九
期期期
中中中
間間間
報報報
告告告
会会会
開開開
催催催   

   

役役役
員員員･･ ･

予予予
算算算
案案案
議議議   

   

決決決 

第２９期中間報告会 

秋田港 



【
第
二
十
九
期 

幹
事
会
開
催
】 

  

第
二
十
九
期
第
三
回
幹
事
会
が
十
二
月
十
七
日
（
水
）
、

第
四
回
幹
事
会
が
二
月
二
日
（
月
）
、
福
井
大
学
工
学
部

建
築
建
設
工
学
科
２
Ｆ
共
同
ゼ
ミ
室
に
て
行
わ
れ
た
。
第

四
回
幹
事
会
で
は
中
間
報
告
会
に
お
け
る
司
会
・
発
表
・

講
評
担
当
者
の
決
定
、
会
場
設
営
準
備
な
ど
具
体
的
な
内

容
に
つ
い
て
議
論
を
交
わ
し
た
後
、
二
〇
〇
九
年
浙
江
省

都
市
調
査
団
企
画
案
に
つ
い
て
詳
細
な
説
明
が
あ
っ
た
。 

 

今
後
幹
事
会
に
お
い
て
は
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

に
向
け
て
、
四
月
ま
で
に
テ
ー
マ
決
め
、
講
演
者
決
め
、

五
月
に
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
る
予
定
で
あ
る
。
ま

た
、
記
念
機
関
誌
発
行
の
た
め
二
十
期
～
三
十
期
ま
で
の

Ｒ
Ｅ
Ｆ
役
員
、
各
分
科
会
談
話
会
、
研
修
会
の
開
催
経
緯

記
載
す
る
た
め
の
整
理
を
行
う
。 

そ
こ
で
、
第
二
九 

期
で
は
、
「
目
黒
巻
」
の
有
効
な
使
い

方
を
模
索
し
、
自
主
防
災
組
織
等
の
地
域
防
災
活
動
と
融
合

さ
せ
る
こ
と
で
、
具
体
的
な
地
域
防
災
教
育
に
繋
げ
て
い
く

た
め
の
方
策
を
検
討
す
る
。 

   

【
緑
分
科
会
】 

 

発
表 

服
部 

正
秀 

講
評 

橋
本 

栄
治  

 

「
小
公
園
再
考
～
身
近
な
公
園
づ
く
り
か
ら
ま
ち
づ
く
り
を

考
え
る
～
」 

 「
公
園
」
と
い
っ
て
も
、
そ
の
言
葉
が
示
し
て
い
る
範
囲
は

広
く
、
種
類
も
様
々
で
あ
る
。
身
近
な
公
園
と
し
て
、
市
街

地
で
は
区
域
毎
に
植
栽
や
噴
水
の
設
置
等
に
よ
り
「
憩
い
の

場
」
と
し
た
も
の
や
、
子
供
の
遊
具
を
設
備
し
た
も
の
が
あ

る
。
ま
た
、
市
町
村
や
広
域
的
な
地
域
に
お
い
て
は
、
全
域

の
住
民
を
利
用
対
象
と
す
る
「
総
合
公
園
」
や
「
運
動
公
園
」

な
ど
が
あ
り
、
他
の
城
跡
な
ど
の
史
跡
を
活
用
し
た
「
歴
史

公
園
」
や
、
動
物
、
植
物
な
ど
を
自
然
に
近
い
状
態
で
人
に

見
せ
る
た
め
の
「
運
動
公
園
」
「
植
物
公
園
」
「
森
林
公
園
」

な
ど
や
、
自
然
の
景
観
や
動
植
物
、
地
形
な
ど
を
保
護
す
る

た
め
に
指
定
さ
れ
た
地
域
で
あ
る
「
国
立
公
園
」
「
国
定
公

園
」
な
ど
も
、
「
公
園
」
と
さ
れ
て
い
る 

緑
分
科
会
で
は
、
最
も
身
近
な
公
共
空
間
で
あ
る
小
公
園

（
街
区
公
園
）
に
着
目
し
、
施
設
の
内
容
や
地
域
住
民
と
小

公
園
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
聞
き
取
り
な
ど
に
よ
る
現
状
把

握
を
行
う
と
と
も
に
、
環
境
保
全
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、

防
災
な
ど
の
機
能
面
か
ら
見
た
小
公
園
の
望
ま
し
い
あ
り
方

や
、
管
理
者
で
あ
る
「
行
政
」
の
関
わ
り
な
ど
に
つ
い
て
検

討
を
行
い
、
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
う
え
で
の
一
助
と
な
る

よ
う
な
身
近
な
小
公
園
づ
く
り
に
関
す
る
提
案
を
目
標
と
す

る
。 

 

 

【
第
七
十
五
回
Ｒ
Ｅ
Ｆ
談
話
会
の
開
催
】 

  

Ｒ
Ｅ
Ｆ
談
話
会
を
以
下
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
の
で
、
積

極
的
な
参
加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

  

・
日 

時 

：
平
成
二
一
年
四
月
二
十
二
日
（
水
） 

 

午
後
六
時
三
十
分
～
八
時 

 
 
 
 
 

 

・
場 

所 

：
福
井
県
職
員
会
館 

・
テ
ー
マ 

：
英
国
の
都
市
と
ア
ー
バ
ン
ビ
レ
ッ
ジ 

・
講
演
者 

：
野
嶋
慎
二
氏
（
福
井
大
学
大
学
院
教
授
） 

【
Ｒ
Ｅ
Ｆ
三
〇
周
年
記
念
事
業
の
企
画
案
】 

  
平
成
二
十
一
年
に
Ｒ
Ｅ
Ｆ
発
足
か
ら
三
〇
周
年
を
迎
え
る

こ
と
を
記
念
し
て
、
以
下
の
三
事
業
を
企
画
中
で
あ
る
。 

 

一
．
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
（
案
） 

 

・
主 

催 

：
福
井
地
域
環
境
研
究
会 

・
日 

時 

：
平
成
二
一
年
十
一
月
中
旬 

午
後
二
時
～
七 

 
 
 
 
 
 

時 

・
場 

所 

：
福
井
市
内
（
国
際
交
流
会
館
を
予
定
） 

・
テ
ー
マ 

：
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
、
市
町
村
合
併
。 

地
方
分
権
、
限
界
集
落
、
公
共
交
通
機
関
の

利
用
等
を
幹
事
会
で
検
討
中 

・
開
催
内
容
：
講
演
①
・
講
演
②
・
ほ
ろ
よ
い
討
論
会 

二
．
機
関
誌
発
行
（
案
） 

 

第
三
十
期
の
通
常
活
動
報
告
文
に
加
え
、
以
下
を
掲
載
。 

・ 

三
〇
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
議
事
録 

・ 

二
十
期
～
三
十
期
ま
で
の
Ｒ
Ｅ
Ｆ
役
員
、
各
分
科
会

談
話
会
、
研
修
会
の
開
催
経
緯
記
載 

  

三
．
二
〇
〇
九
年 

浙
江
省
都
市
調
査
団
企
画
（
案
） 

  

通
常
の
Ｒ
Ｅ
Ｆ
活
動
の
「
研
修
会
を
拡
大
し
、
過
去
に

お
け
る
福
井
大
学
へ
の
中
国
か
ら
の
留
学
、
Ｒ
Ｅ
Ｆ
会
員

と
の
学
術
交
流
の
実
績
を
踏
ま
え
、
留
学
生
Ｏ
Ｂ
の
方
々

等
と
Ｒ
Ｅ
Ｆ
会
員
の
交
流
を
図
る
た
め
都
市
調
査
団
を

派
遣
す
る
。 

 

  

  


